
いちごドリルプリント

金融と日本銀行 名前

問1 銀行を通じたお金の流れにおいて、銀行が家計などから「預金」を受け取り、それを別の企業への「貸し出し金」に充てる仕組みの説明として
、最も適切なものはどれですか。 （2019年 福岡県公立入試 類似）

1. 各個人が所有する余剰資金を、イ
ンターネット上のプラットフォーム
を通じて個人間で直接貸し借りする
仕組み。

2. 預金者と資金を借りる企業が直接
契約を結ばず、銀行が仲立ちとなっ
て資金を融通する仕組み。

3. 日本銀行が政府の銀行として、税
金を預かり公共事業の資金を貸し出
す仕組み。

4. 企業が株式や社債を発行し、家計
から直接資金を調達して事業を行う
仕組み。

問2 日本銀行が「銀行の銀行」と呼ばれている理由として、その具体的な業務の説明として適切なものを選んでください。 （2023年 奈良県公立入試 類似）

1. 銀行の窓口で市民が預け入れた預
金の全額を、日本銀行が常に保管し
ているため

2. 市中の銀行などの金融機関に対し
て、資金の貸し出しや預金の受け入
れを行うため

3. 国内のすべての銀行の支店配置や
営業時間を決定する権限を持ってい
るため

4. 民間銀行が経営難に陥った際、そ
の銀行の株主となって経営を完全に
代行するため

問3 景気が過熱して物価が上がり続けるインフレーションを抑えるため、日本銀行が行う金融政策について説明した文として、最も適切なものはど
れですか。 （2022年 栃木県公立入試 類似）

1. 日本銀行が民間金融機関から国債
を買い取り、市場に出回る通貨の量
を増やす。

2. 日本政府が所得税や法人税を増税
し、公共投資を縮小させることで景
気を抑制する。

3. 日本銀行が民間金融機関に国債を
売却し、市場に出回る通貨の量を減
らす。

4. 日本銀行が政策金利を引き下げ、
企業が資金を借りやすくすることで
生産を促す。

問4 日本では、2024年度から北里柴三郎の肖像が描かれた新しい千円札などの紙幣が導入されました。これらの「日本銀行券」を国内で唯一発行す
ることができる、日本銀行が持つ役割を何といいますか。 （2021年 沖縄県公立入試 類似）

1. 政府の銀行 2. 普通銀行 3. 発券銀行 4. 銀行の銀行

問5 日本銀行は、一般の銀行に対して資金の貸し出しや国債の売買を行うことから「銀行の銀行」と呼ばれます。この役割に関連して、日本銀行が
景気や物価の安定を図るために行う、一般の銀行との間での国債の売買などを通じた通貨量の調節を何と呼びますか。 （2018年 熊本県公立入試 類似）

1. 公開市場操作（オープン・マーケ
ット・オペレーション）

2. 預金準備率操作 3. 直接税と間接税の比率調整 4. 財政投融資計画

問6 日本銀行が「銀行の銀行」と呼ばれている理由を、その仕組みから説明したものとして正しいものはどれですか。 （2020年 山形県公立入試 類似）

1. 全国の銀行の経営方針を決定し、
銀行員の人事権を掌握しているため
。

2. 民間の金融機関のみを取引相手と
して、資金の預かりや貸し出しを行
うため。

3. 世界中の主要な銀行に資金を提供
し、国際的な通貨価値を統一するた
め。

4. 政府の指示に基づいて、すべての
銀行の支店設置場所を決定するため
。

問7 政府が実施する財政政策のうち、不況の時期に有効需要を創出し、景気を下支えすることを目的として行われる施策の組み合わせとして正しい
ものはどれですか。 （2019年 香川県公立入試 類似）

1. 日本銀行から国債を買い取り、通
貨の流通量を直接減少させる。

2. 公共事業への支出を拡大し、あわ
せて減税を実施する。

3. 社会保障制度を廃止し、政府によ
る財政支出をゼロにする。

4. 公共事業への支出を抑制し、あわ
せて増税を実施する。

問8 不況の際、日本銀行が市場の通貨量を調整するために行う「買いオペレーション」の説明として、最も適切なものを選びなさい。 （2023年

群馬県公立入試 類似）

1. 政府が所得税の増税を行い、景気
の過熱を抑制する

2. 日本銀行が一般の銀行から国債な
どを買い取り、世の中に出回る通貨
量を増やす

3. 日本銀行が一般の銀行に国債など
を売却し、世の中に出回る通貨量を
減らす

4. 政府が公共事業への支出を増やし
、社会全体の景気を刺激する

問9 2020年の日本の通貨の構成を示す統計において、紙幣や硬貨といった「現金」が占める割合は全体の11.8％にとどまっています。この現金以外
の約88％を占め、銀行などの金融機関に預けられ、いつでも支払いに活用できる性質を持つ通貨を何といいますか。 （2021年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 公債 2. 預金 3. 外国為替 4. 株式

問10 日本銀行が一般の銀行に対して国債などを売却する「売りオペレーション」を実施した際、その後の社会経済に与える影響として最も適切な仕
組みはどれですか。 （2018年 福岡県公立入試 類似）

1. 市場の通貨量が増えることで人々
の購買意欲が高まり、デフレーショ
ンからの脱却が促進される。

2. 銀行の資金が増えて金利が下がる
ため、企業が資金を借りやすくなり
、景気が刺激される。

3. 政府が公共事業を増やすための資
金が確保され、有効需要が創出され
ることで失業者が減少する。

4. 銀行の資金が減って金利が上がる
ため、企業が資金を借りにくくなり
、景気の過熱が抑えられる。

問11 日本銀行が「買いオペレーション」を行い、一般の金融機関が保有する通貨の量が増えた場合、その後の経済にどのような影響を与えると期待
されていますか。最も適切な説明を選びなさい。 （2023年 山口県公立入試 類似）

1. 預金金利が上昇して国民の預金意
欲が高まるため、銀行に蓄えられる
資金がさらに増え、経済が安定する
。

2. 政府が発行する国債の利子が高ま
り、国民が国債を購入しやすくなる
ことで、国の借金が速やかに返済さ
れる。

3. 通貨の価値が上がり、物価が下落
することで、消費者が少ないお金で
多くの商品を購入できるようになる
。

4. 金融機関の資金に余裕ができるた
め、金利（利子率）が下がり、企業
が設備投資のための資金を借りやす
くなる。

問12 不景気の際、日本銀行は景気を刺激するために「買いオペレーション」という金融政策を行うことがあります。この政策の仕組みとして最も適
切な説明はどれですか。 （2020年 秋田県公立入試 類似）

1. 日本銀行が政府から直接国債を買
い入れることで、政府の公共事業費
を増やし、雇用の創出を図る。

2. 日本銀行が民間金融機関の預金準
備率を引き上げることで、銀行が貸
し出せる資金を増やし、消費を促す
。

3. 日本銀行が民間金融機関に国債な
どを売却することで、市場から通貨
を回収し、金利を上げて物価の安定
を図る。

4. 日本銀行が民間金融機関から国債
などを買い入れることで、市場に流
通する通貨量を増やし、金利を下げ
て経済活動を活発にする。

問13 外国為替相場において、1ドル＝138円から1ドル＝148円へと円の他国通貨に対する価値が変動した際、日本の経済に与える影響として最も適
切な説明を選択してください。 （2025年 沖縄県公立入試 類似）

1. 日本国内の消費者が海外旅行に行
く際の航空券代や滞在費が安くなり
、海外旅行が容易になる。

2. 一ドルを交換するために必要な円
が少なくて済むようになるため、輸
入企業の支払負担が軽減される

3. 日本から海外へ輸出する製品の現
地での価格が上昇するため、輸出産
業にとって不利に働く。

4. 海外から輸入される原材料や製品
の円建て価格が上昇し、国内の物価
を押し上げる要因となる。
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答え合わせ・解説
問1 答え 2

預金者と資金を借りる企業が直接契約を結ば
ず、銀行が仲立ちとなって資金を融通する仕
組み。

銀行が預金として集めた資金を自らの判断で貸し出す仕組みは「間接金融」と呼ばれます。預
金者は銀行に資金を預け、銀行がその責任において企業などへ貸し出しを行うため、預金者と
借り手の間に直接的な契約関係はありません。これに対し、株式や債券などを通じて資金を調
達する仕組みは「直接金融」と呼ばれ、区別されます。

問2 答え 2
市中の銀行などの金融機関に対して、資金の
貸し出しや預金の受け入れを行うため

日本銀行は私たち一般の個人や企業とは取引を行わず、民間の銀行（市中銀行）などの金融機
関を相手に取引を行います。具体的には、民間銀行に対して資金を貸し出したり、民間銀行が
持っている余剰資金を日本銀行の当座預金として受け入れたりします。このため、銀行のため
の銀行という意味で「銀行の銀行」と呼ばれます。この仕組みを利用して、景気の状況に応じ
て通貨の流通量を調節する金融政策が行われます。

問3 答え 3
日本銀行が民間金融機関に国債を売却し、市
場に出回る通貨の量を減らす。

景気が過熱している際、日本銀行は中央銀行として通貨の流通量を調整する役割を担います。
日本銀行が保有する国債を民間銀行に売却すると、その代金として民間銀行が持つ現金が日本
銀行へ吸い上げられます。これにより市場を流通する通貨量が減少し、銀行の貸出金利が上昇
するため、企業の設備投資や個人の消費が抑えられて景気が沈静化します。この一連の操作を
「売りオペレーション」と呼びます。

問4 答え 3
発券銀行

日本銀行は、日本で唯一の「日本銀行券」を発行する権限を持つ中央銀行です。この役割を「
発券銀行」と呼び、私たちが普段使用している一万円札、五千円札、千円札などの紙幣を供給
しています。一方、硬貨（貨幣）については日本銀行ではなく政府が発行しています。

問5 答え 1
公開市場操作（オープン・マーケット・オペ
レーション）

日本銀行が一般の銀行との間で国債などを売買することにより、市場に流通する通貨（マネー
ストック）の量を増やしたり減らしたりする仕組みを公開市場操作といいます。これは「銀行
の銀行」という立場を利用した代表的な金融政策であり、景気が悪いときには国債を買い入れ
て市場に資金を供給し、景気が過熱しているときには国債を売って市場の資金を吸収すること
で、物価と経済の安定を図っています。

問6 答え 2
民間の金融機関のみを取引相手として、資金
の預かりや貸し出しを行うため。

日本銀行は、私たち一般の個人や民間企業との取引は行いません。その代わりに、三菱UFJ銀
行や地方銀行といった「民間の金融機関」を相手に、資金の貸し出しや預金の受け入れを行い
ます。このように、銀行にとっての「銀行」のような役割を果たしていることから、この名称
で呼ばれます。これにより、金融市場全体の資金供給量をコントロールしています。

問7 答え 2
公共事業への支出を拡大し、あわせて減税を
実施する。

政府が予算を通じて景気を調整することを財政政策といいます。不況時には、道路やダムの建
設といった公共事業を増やすことで仕事や雇用を生み出すとともに、減税を行って家計が自由
に使えるお金を増やすことで、社会全体の消費や投資（有効需要）を刺激する仕組みになって
います。

問8 答え 2
日本銀行が一般の銀行から国債などを買い取
り、世の中に出回る通貨量を増やす

景気が悪いとき、日本銀行は世の中にお金を流通させて経済を活性化させる必要があります。
そこで、日本銀行が一般の銀行が持っている国債を買い、その代金を支払うことで、銀行が企
業や個人に貸し出せるお金（通貨量）を増やす政策をとります。これを「買いオペレーション
」と呼びます。選択肢にある「売却して通貨量を減らす」のは、景気が良すぎるときに行われ
る「売りオペレーション」です。また、公共事業や増税は政府が行う「財政政策」であり、日
本銀行が行う「金融政策」とは区別されます。

問9 答え 2
預金

現代の経済における「通貨」は、手元にある紙幣や硬貨（現金）だけを指すのではありません
。銀行などの金融機関に預けられているお金は、振り込みやキャッシュレス決済などを通じて
、現金を使わずに代金を支払う手段として機能します。そのため、日本の通貨供給量の大部分
は、この形式の通貨によって構成されています。

問1
0

答え 4
銀行の資金が減って金利が上がるため、企業
が資金を借りにくくなり、景気の過熱が抑え
られる。

売りオペレーションによって民間銀行が持つ資金が減少すると、資金の貸し借りの際の価格で
ある「金利（利子）」が上昇します。金利が上がると、企業は利息負担を嫌って設備投資など
のための借り入れを控えるようになります。この一連の流れにより、社会全体の経済活動のス
ピードが緩やかになり、物価の急激な上昇が抑えられます。

問1
1

答え 4
金融機関の資金に余裕ができるため、金利（
利子率）が下がり、企業が設備投資のための
資金を借りやすくなる。

買いオペレーションによって金融機関が保有する資金が増えると、資金の貸し手が多くなるた
め、市場の金利（利子率）が低下します。金利が下がると、企業は安い利息で資金を借りられ
るようになるため、工場の建設や機械の購入といった設備投資が活発になり、景気を上向かせ
る効果が期待できます。

問1
2

答え 4
日本銀行が民間金融機関から国債などを買い
入れることで、市場に流通する通貨量を増や
し、金利を下げて経済活動を活発にする。

不景気のとき、日本銀行は市場の通貨（お金）の量を増やして景気を上向かせようとします。
日本銀行が民間金融機関の持っている国債を買い取ることで、その代金が民間金融機関に支払
われ、社会全体に出回る通貨量が増加します。その結果、資金の借り入れが容易になり、金利
が低下することで企業の設備投資や個人の消費が促進されます。この一連の操作を買いオペレ
ーションと呼びます。

問1
3

答え 4
海外から輸入される原材料や製品の円建て価
格が上昇し、国内の物価を押し上げる要因と
なる。

外国為替相場において1ドルあたりの円の数値が大きくなることは、円の価値が下がる「円安
」を意味します。円安になると、海外の製品を輸入する際により多くの円を支払わなければな
らなくなるため、輸入価格が上昇します。日本はエネルギー資源や食料品の多くを輸入に頼っ
ているため、円安は国内の物価上昇（コストプッシュ・インフレ）を招く直接的な原因となり
ます。


